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は じ め に
中国民俗学は五四新文化運動と連動しながら，folklore（英）と Volkskunde（独）， 2 つの民俗学の流
れを汲んで誕生した．20世紀初頭という，民俗学・民族学・人類学の学問領域がなお未分化だった中国
で，それらを包括していたともいえる「民俗学」が創出されたこと，それが当時の中国学術界でいかなる
意味を持ち得たか，という学術的な問いの中には検討を要する問題が含まれている．近代中国における民
俗学・民族学・人類学の相互関係を問うことがその一つで，この問いはそのまま近代世界の在り方の一端
を問うことを意味する．1936年 ５ 月に成立し，戦時下の困難な状況の中，およそ一年間活動を継続した
「風謡学会」の足跡は，以上の問題にアプローチする際に一つの手がかりを与えてくれるものと考え，「風
謡学会」の機関誌だった南京『中央日報』副刊『民風週刊』（ １ ～43期，1936年10月 ８ 日～1937年 ７ 月29
日）を検討する．資料として『民風週刊』目録を文末に附す．
顧頡剛「風謡学会」
中国現代民間文学運動は，1918年劉復，沈尹黙と周作人等が組織した北京大学歌謡徴集処の設置に始
まり，1937年 ７ 月抗日戦争の勃発により終了する．顧頡剛が主編した『中央日報』副刊『民風』（週
刊，全40余期）が1937年の中ごろに停刊するが，それをもってこの運動が終止符を打ったことを意味す
る．実際のところ，開始から終了に至るまで，この運動には絶えず多くの問題が存在した．民間文学運
動は，他の知識人が起こした運動と同様に，経済的な，また社会的圧力の問題を含めて，いくつかの矛
盾や困難を回避することは困難だった１）．
ヨーロッパの民俗学は folklore と Volkskunde のどちらも民間伝承の収集を活動の契機とするが， 2 つ
の民俗学が発生してからおよそ半世紀後，中国における民俗学運動もまた同様の活動，具体的には歌謡の
収集に端を発して開始された2）．上記の引用の中で，中国民俗学運動が「中国現代民間文学運動」と称さ
れる所以でもある．歌謡の収集作業は順調に運び，『北京大学日刊』誌上に毎日一首ずつ歌謡が掲載さ
1 ）　［美］洪長泰著，董暁萍訳『到民間去――中国知識分子与民間文学，1918-1937（新訳本）』北京：中国人民大
学出版社，2015，190頁．
2 ）　詳細は，拙著『近代中国における民俗学の系譜――国民・民衆・知識人』東京：御茶の水書房，2008，参照．
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れ，多くの知識人に新鮮な感動を与えた．彼らの支持を得たことで，その後北京大学に「歌謡研究会」
（1920年12月）が発足，その 2 年後には機関誌『歌謡』が創刊される．「発刊詞」を起草したのは周作人
だった．順調な滑り出しを見せた中国民俗学運動だが，経済的援助は得られず，経営状態はたえず逼迫し
ていた．加えてなぜ北京大学で卑俗な歌謡を収集しなくてはならないのか，といった知識人からの無理解
や批判（「社会的圧力」）は根強く，その道のりは決して平坦なものではなかったといえる．さらに戦時色
が強まるに従い活動の幅も狭められ，『歌謡』は1925年，停刊に追い込まれてしまう．組織的な歌謡の収
集活動もほぼ同時に一旦終了となる．それからおよそ10年の歳月を経て，1935年北京大学文化研究所が歌
謡研究会の再興を決定し，周作人ら往年の『歌謡』同人が中心となって，復刊を果たす（1936年 ４ 月）．
「風謡学会」はこうした『歌謡』復刊の流れの中で組織されたものだった．実は北京大学の民俗学運動に
は，歌謡収集の動きと並行してもう １ つ注目すべき活動があった．「風俗調査会」（1923年 ５ 月成立）であ
る．「風俗調査会」は民俗学研究の対象を歌謡に限定させず，民衆生活全般へと拡大しようと試みたもの
である．北京大学時代においては，歌謡収集ほど目覚ましい成果を挙げることはなかったが，民衆の生活
や文化全般へと研究範囲を拡げたことの功績は大きい．歌謡収集と風俗調査，そのどちらの流れにも与し
ていた顧頡剛が発起人となった「風謡学会」はかつての『歌謡』に加えて，もう一方の「風俗調査会」の
流れも受け継いでいた．
著名な歴史学者として知られる顧頡剛は，歴史学の手法を遺憾なく発揮して民俗学研究に取り組んだ人
物である．他の歌謡研究会同人とは異なる立場から民俗学研究にアプローチしたとはいえ，『歌謡』で発
揮した編集手腕は非常に高い評価を得た．さらにその後の中国民俗学運動が北京大学時代から，厦門大学
時代の活動を経て，広州中山大学で全盛期を迎える際には立役者ともいえる活躍を見せる．名実ともに中
国民俗学運動を支えた中心人物の一人だった．顧頡剛の民俗学研究の特徴は，歌謡から唱本，伝説，鼓詞
や宝巻といった講唱文芸，つまり中国伝統の学問世界においては周辺に位置するものへと研究対象を拡大
させたことにあった．こうした姿勢に対してはむろん，伝統的知識人からの強い反感がたえず付きまとっ
たが，顧頡剛は一貫して，知識人がすでに失った活力がなお生き続ける「民衆文化」に価値を認め，理解
することの意味を問い続けたといえる．その姿勢が「風謡学会」にも受け継がれていくこととなる．
「風謡学会」の成立大会は，1936年 ５ 月16日，午後三時より北京大学文学院にて開催された3）．発起人
である顧頡剛をはじめ，方紀生，容肇祖，沈従文，申寿生，常恵，胡適，呉世昌，李素英，章廷謙，羅
庸，羅常培，周炅，銭玄同，朱光潜，徐芳といった，新旧メンバーが勢ぞろいしての大会は盛会を極め
た．残念ながら周作人と魏建功は所用のため欠席した．会では発起人の顧頡剛が議長に推されるも，師匠
にあたる胡適にその任を委ね，胡適によって「風謡学会」成立の趣旨が確認された（実際には，顧頡剛が
議長の任を担ったようだ）４）．さらにその場で「組織大綱」が固められ，会員の別（「基本会員」と「普通
会員」）や常務幹事を置くこと，半年に一回の例会開催，会員が ５ 名以上で「分会」の組織が可能となる
等の細則が決定された．大会当時の会員数はおよそ30数名で，すでに日本，広州，杭州，厦門，蘇州，上
海，南京各地に点在しているが，今後より多くの参加者を得て会の拡充をはかることが謳われた．ではな
3 ）　「風謡学会」成立大会の様子は，「記事」（「風謡学会組織大綱」）（『歌謡』2-8，1936.5.23）に詳しい．
4 ）　徐芳「通信」（『歌謡』2-10，1936.6.6）．
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ぜ歌謡研究会の他に，もう一つ別の組織をあえて作る必要があったのか．それについては，顧頡剛が改め
て趣旨説明を行っている５）．
かつて中山大学で中国初の「民俗学会」を組織し，機関誌『民俗週刊』（1928年 3 月創刊）を発行した
経験を持つ顧頡剛は，政府の後ろ盾を失ったとたんあらゆる活動が停止に追い込まれたことに憤りと悔し
さを感じていた．その一方で，「中山大学民俗学会分会」の看板を掲げるメンバーは各地になお健在で，
自らの力を頼りに活動を継続し得ている．官制組織ゆえの脆弱さと，民間組織ゆえの生命力の強さを身を
以て知った顧頡剛は，国立
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北京大学主催の歌謡研究会とは一線を画する民間組織を作ることで，時の為政
者に左右されずに，中国民俗学運動を継続して発展させたいと強く願った．「風謡学会」は顧頡剛があく
まで民間組織として成立させたいという切実な思いを込めて設立したものだった．「風謡学会」はその
後，南京『中央日報』誌上で，副刊『民風週刊』を手がけることに成功する．困難な時局下において機関
誌を得たのだった．
1936年10月 ８ 日，『民風週刊』（毎週木曜日刊）が創刊した．新聞の副刊という性格上，ごくごく限られ
た誌面ではあったが題字は顧頡剛が書き，「発刊詞」を起草して次のように抱負を語った．
我々が本刊を創刊するのはまた，北方にはすでに『歌謡』が存在するので，「子夜」や「呉歌」の発
祥地・江南でも姉妹刊を刊行して，多くの人に歌謡研究に対する興味をより抱かせたいからである．同
時に，我々は単に歌謡の研究だけでは範囲が狭すぎると感じている．民間には歌謡のほかに，故事，伝
説，謎々，笑話，タブー，迷信，冠婚葬祭の風俗，祭礼，年中行事など学術的に貴重な資料があり，そ
の価値は三代の鼎彝，唐宋の名画，四庫珍本，商工業の統計にひけをとらない．全中国が動乱の中に
あって，それらを早期に記録保存する必要を実感している．
さらに続けて本刊の最初の仕事として，「材料の収集」と「調査研究報告」の 2 つを挙げ，自らの小さ
な畑に撒く種が実を結び別の畑に広がって行くことを願っていると結んでいる．編集は当初顧頡剛が担っ
たが，実質的な編集作業は多忙を極める彼に代わって，「風謡学会」の常務幹事に指名されていた徐芳
や，1934年に北京華北大学で初めて「民俗学」の講義を担当した方紀生が担当した．その後，第22期
（1937年 3 月 ４ 日）からは正式に，顧頡剛からの依頼を受けた方紀生が編集代表となり，誌面の充実のた
めに邁進する．
顧頡剛編集時期（第 １ 期～第21期）の『民風週刊』に掲載された原稿は，研究対象を歌謡に限定させな
いという編集方針が反映されて，故事，神話，伝説，童話，謎々，諺などが誌面を賑わしている．かつて
顧頡剛が編集した『歌謡』も，同様の手法で誌面を充実させていたので，『民風週刊』でも同じような編
集方針が取られたのであろう．執筆者の顔ぶれもかつての『歌謡』誌上の常連が目立ち，ある意味では
『歌謡』の姉妹雑誌という特徴が良く出ている．だが毎回の執筆者の顔ぶれに変化が乏しい上，長編もの
の連載が多かったため，誌面がやや単調である感は免れない．その一方で，かつての「風俗調査会」の流
5 ）　顧頡剛「通信」（『歌謡』2-10，1936.6.6）．
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れを汲む文章が掲載されている．それらは数こそ少ないものの，中国の地方の風俗習慣や，そこに住まう
人々の生活の様子が活写されており，『民風週刊』の魅力の一つとなった．
例えば貴州省は田舎の子どもの生活を紹介した文章がある（宜争「貴州郷村の児童の生活一斑」第 ９
期）．大自然の中で成長する子供たちの健康美や活発さ，素朴さが紹介されている文章である．田舎の子
どもたちは幼くして自分のできる仕事を見つけては大人を助けて暮らしている．その生活環境は厳しく，
教育を受けて成長している都会の子どもと比べれば，確かに文明的な幸福を享受しているとはいえない．
「しかしながら，田舎の子どもたちは勤勉で忍耐強く，誰もが両親に代わって働いており，小さい頃より
社会の寄生虫にはならずに，偉大な精神をそなえている．我々は彼らを称え，また祝福しよう」と文章は
結ぶ．教育を受けない子どもの，「無知」に勝る健全な精神を称えた文章であり，筆者の子どもに向けた
眼差しは温かい．
もう １ 編注目したいのは，少数民族の １ つ「畬族」の起源とその風俗を紹介する文章である（新広「畬
民の起源及び其の風俗」第18期）．漢族と比較しながら紹介した畬族の生活習慣や風俗に対して，その多
くが古風で保守的であること，漢族の制度を容易には受け入れず，数百年来進歩が見られないことが述べ
られる．その上で，「だが彼らの風俗の中には，我々漢族には遠く及ばないものがある．例えば男女平等
や，勤勉で苦労を厭わない点，（中略），女性は纏足をしない等，これらすべては文明人を自負する我々の
手本とすべきものである」と述べた．畬族の風俗習慣は，確かに漢族の考えるような進歩をしていない．
しかしながら，彼らより進んでいるはずの我ら漢族に勝るものが，そこにはあると指摘した文章から，漢
族の価値観から少数民族の風俗を価値判断しない姿勢が読み取れる．以上の 2 つの文章はどちらも，文明
（教育）対野蛮（無教育），都市対農村，漢族対少数民族といった単純な二項対立の価値基準から，地方の
風俗に判断を下していない点で，顧頡剛の民衆文化に対する眼差しと通底していたと指摘できるだろう．
こうした中国各地になお残る生活習慣や風俗等，民衆の生活全般に関する資料を掲載することで誌面がよ
り活気を帯びていくのは，実際には編集役を方紀生にバトンタッチした後となる．そこで方紀生編集時期
（第22期～第43期）の『民風週刊』を見ていく．
方紀生と民俗学
方紀生（1908-1983）に関しては，伝記的事実や日中文化交流事業で担った仕事が近年少しずつ明らか
になってきた6）．日本では，周作人の還暦祝に編纂された『周作人先生のこと』（光風館1944）の編者と
してその名を知る人も少なからずいることだろう．中国国内では，周作人と同じく日本占領下の北京で傀
儡政権の要職に就いたという政治的評価が，彼の学術的評価に深く影を落とした（名誉回復は1979年 3
月）．
方紀生は「民俗研究の方面でも，實に中國に於ける唯一の先覺者である」７）と評する周作人に私淑し，
親炙に浴することとなった人物である．方紀生と周作人，両者はともに日本と深い関わりを持った．1931
6 ）　伊藤虎丸「＜駱駝＞及び＜駱駝草＞覆印縁起」（伊藤虎丸編『駱駝草 附駱駝』東京：アジア出版1982所収），
川辺比奈，鳥谷まゆみ「資料紹介 方紀生のこと」（中国文芸研究会『野草』98，2016.10）．
7 ）　方紀生「周先生の點々滴々」（方紀生編『周作人先生のこと』東京：光風館1944，214頁）．
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年 ８ 月，祖父の肝いりで明治大学高等研究科に入学が許可された方紀生は，祖父の命に従い政治経済学を
専攻した．しかし彼の興味関心はむしろ，留学前より周作人や顧頡剛の仕事を通じて理解を深めていた民
俗学にあったため，藤沢衛彦の「伝説学」といった民俗学関連の講義を多く聴講した．その頃友人を通じ
て，当時東京帝国大学の図書館長だった姉崎正治を紹介され，姉崎を通じて神話学者松村武雄の知遇を得
る．帰国に際して松村の『民族性と神話』等を贈られた方紀生は，後に訳出して中国に紹介した．その一
部が，『民風週刊』の創刊号より連載される松村武雄の翻訳である（文末資料参照）．さらに姉崎を通じて
知遇を得た民俗学者廃姓外骨（宮武外骨）の作品も，後に中国語に訳出して紹介した．留日中の方紀生は
そのほかにも，柳田国男，西村眞次，高木敏雄らの民俗学や神話研究，岡正雄や後藤興善らの翻訳書を渉
猟して，その方面の研鑽を積んだ．
1934年春に帰国した方紀生は，北京華北大学で初めて「民俗学」の講義を担当したことはすでに触れた
（併せて「欧州経済史」を担当）．その後「風謡学会」に参加，成立大会では徐芳とともに記録係を担当し
たという．1936年12月には，羅隆基の誘いを受け北京『晨報』副刊『風雨談』の編集を担った（『風雨
談』の主な執筆者に周作人や沈従文がいる）．方紀生が『民風週刊』の編集を引き受けたのは，民俗学研
究者として頭角を現し始め，また編集者としての経験を積みつつある頃だった．実は方紀生の講義録が，
彼の名誉回復直後の1980年，北京師範大学史学研究所より『民俗学概論』（民俗学資料叢刊）と題され出
版されている８）．現在『民俗学概論』は林恵祥『民俗学』（商務印書館1931年）と並んで，「 6 万字余りの
小冊子とはいえ，わが国で最も早い民俗学の教科書で，非常に重要な啓蒙作用を引き起こした」９）書物と
称されている．そこで方紀生の『民俗学概論』を簡単に紹介する．
方紀生編著『民俗学概論』は，第 １ 章「序論」で民俗学の定義と範囲，分類，効用，研究方法，歴史，
各流派及び「最近」の趨勢が簡潔にまとめられている．西洋民俗学の理論書は最初，日本語訳からの重訳
により中国に紹介された．その最初期のものにイギリスのバーン（C. S. Burne）The Handbook of 
Folklore（1914）がある．この書は，1890年英国民俗学協会より公刊されていたゴンム（G. L. Gomme）
The Handbook of Folklore を，ゴンムの遺志をついでバーンが新たに増訂したもので，日本でも民俗学の
最初の手引書として岡正雄が訳出した（『民俗学概論』岡書院1927年）．中国でも岡訳刊行とほぼ同時に同
書を重訳するが，どれも部分訳で当時全訳はされていない．それでも当時の中国民俗学研究者にとって唯
一の解釈の為の理論書だったことから，関係者に与えた影響力は大きかった．林恵祥『民俗学』も同書を
藍本にして書かれたものである．
方紀生は「序論」で，バーンによる民俗学の 3 分類（① Belief and Practice，② Customs，③ Stories, 
Songs and Saying）に従い，第 2 章以下第 ４ 章まで（「信仰」，「習慣」，「故事歌謡及び成語」），欧州やア
フリカ各地に「残る」具体的事象を挙げながら，併せて中国国内の資料を数多く紹介することで比較検討
を行った．バーン書はイギリス民俗学の特徴（folklore の対象を主に精神文化に置き，それを原始文化の
8 ）　方紀生のご令嬢によれば，『民俗学概論』は「1934年華北大学での講義録であり，当時父が顧頡剛に贈呈した
１冊が，1980年初に北京師範大学歴史学部主任白寿彝氏に発見され，出版の運びとなった」という（川辺比奈，
鳥谷まゆみ「資料紹介 方紀生のこと」中国文芸研究会『野草』98，2016.10，79頁）．
9 ）　東遅「中国民俗文化学縦横談――高国藩教授訪談録」（『東南文化』1993-5）．
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「残存物」と位置づける）を顕著にそなえたもので，方紀生書もバーンの民俗学の枠組みを継承して書か
れたと言える．だが，方紀生が民俗学を解釈するにあたりバーン書に多く依拠したことは確かだが，『民
風週刊』編集の責任者となって彼が積極的に収集を呼びかけた範囲は，イギリス民俗学の枠組みを超える
ものが多く含まれた．それはまるで，folklore は一方で人類学，民族学研究へと吸収されていくものだと
いうバーンの主張を彷彿させるものがある．そこで，方紀生編集時期の『民風週刊』を次に見ていく．
方紀生の『民風週刊』
編集交代後10）最初の『民風週刊』第22期（1937年 3 月 ４ 日）に方紀生は「編者の話」を附した．それは
まるで誌面改革の志を告げるものだった（「編者の話」はその後ほぼ毎号附され，方紀生は毎回のように
掲載文章に対するコメントを載せ，掲載内容に絶えず気を配った）．方紀生はまず，創刊以来礼俗調査に
関わる投稿が少ないことを嘆き，民間故事や神話伝説の収集と同様に，風俗，習慣，儀式の類の調査報告
（併せてフィールドワークに取り組むことを勧めた）の提供を強く望むことを主張した．さらに原稿の応
募を促すために，「我々は今後，およそ月に一回程度特集号を組むことにする」という編集方針が打ち出
された．
翌第23期に特集号用の原稿募集のお知らせが掲載された．特集号の一番手に選ばれたテーマは「出産の
風俗」だった．妊娠，出産，そして出産後それぞれの迷信やタブー，また各種儀式に関する原稿を呼びか
け，第27期に組まれることが予告された．方紀生の編集手腕は編集交代後すぐの第24期あたりから誌面に
現われ始める．例えば24期には読者が注目するに値すると評した 2 編の文章が掲載された． １ つが張寿林
「門神に関して（上）」，もう １ つが聞国新「西山伝説」だった．前者は燕京大学講師にして華北女師学院
教授でもあった人物によるもので，門神の来歴からその意義を考証したものである．方紀生は価値ある未
完の論文を，次号に継続して載せることを約束した．後者は方紀生直々に依頼して投稿してもらったもの
で，北京近郊の民間伝説という点で，内容としては一見何ら目新しいものではない．しかし何より「一人
のロバ引き」に取材して，彼の口調を「そのまま」記録したという点で，民間文芸調査における最良の方
法だと評価した．つまり方紀生はここに，民話採集（フィールドワーク）に際しての手本を示したともい
える．方紀生が目指すものは，柳田国男の『遠野物語』が念頭にあることも記された．
民間伝承の投稿のうち，第25期掲載の徳鈞「犬が穀物の種を伝える話」は，方紀生が特に紹介したいと
思ったものだ．彼はこの話が神話学におけるいわゆる「洪水神話」に属するもので，中国最古の神話の一
つであると位置づけた．そして，今回は四川に伝わる話が記録されたが，中国国内にはきっと同様の話が
どこかに残っているから，採集して比較検討を加えられれば研究上意義ある仕事になると述べた．方紀生
のこうした思いが読者に届き，彼らから寄せられた 3 編の類話（華北もの 2 編，江蘇もの １ 編）をまとめ
て，第31期に掲載した．
予告された特集号「出産の風俗（上）」は予告通り第27期に無事組まれ，北京，長興（江蘇），徐州（江
10）　編集者の交代が読者に告げられるのは，交代後少し経った『民風週刊』第24期（1937.3.18）掲載の「編者の
話」だった．そこには，交代したとはいえ顧頡剛は引き続き原稿の選択等といった編集作業の責任の一端を果た
すとあり，原稿送付先も引き続き顧頡剛宛でかまわない旨が記された．
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蘇），魯南（山東）で調査された報告が計 ４ 編掲載された．「編者の話」によれば，原稿募集以来寄せられ
た原稿は計16編，望外の収穫を得たことに喜びと感謝の辞が述べられ，次号も特集号を継続させること，
今後自身の手元にある以前集めた10数編と併せて，ゆくゆくは １ 冊の本にして世に問いたい思いを明らか
にした．その後，翌第28期で再び特集号を組んだが，16編すべてを掲載することは叶わなかった．方紀生
は編集者として，寄せられた原稿は今後責任をもって本刊で逐次掲載することを約束し，同時にまだ集
まっていない湖南，湖北，四川，江西，広西，東四省，青海，西蔵，察哈爾各地での調査報告をお願いし
たいと読者と同人に訴えた（「編者の話」）．
最初の特集号が組まれて以降，出産の風俗以外にも「捨て子」の風習，冠婚葬祭にまつわる風習，建築
にまつわる迷信など，中国各地から寄稿された風俗調査の結果が陸続と掲載される．そんな中，方紀生は
特集号の第 2 弾として「成年式」をテーマに取り上げ，第 １ 弾と同じく原稿募集のお知らせを掲載した
（第30期「『成年式』特集号原稿募集のお知らせ」）．だが第33期で再び原稿募集（＝調査依頼）を募るよう
に，「成年式」の原稿は思いのほか集まらず苦心したようだ．
特集号を組んで以降，風俗調査の原稿が誌面を埋める一方で，本家本元ともいえる歌謡の掲載は減少し
た．それを懸念してか（もしくは懸念されてか），第32期では改めて歌謡収集の仕事に価値を認めて，徐
芳と一緒に起草した「歌謡収集のお知らせ」が掲載されている．歌謡はその後再び順調に掲載されてい
き，故事，伝説，笑話，謎々や諺といった内容も増えて，特集号を組む前の誌面にやや戻りつつある感が
あった．そこで，風俗調査に関わる投稿原稿が日々増加しつつある状況に対応するために，北京でもう １
つ週刊を刊行する準備を開始した．誌名も『風土』に決めていたという（「編者の話」第34期．その後
『風土』の刊行は実現していない）．このように，日中全面戦争開始直前とはいえ『民風週刊』は読者や同
人間に対して，民俗を謳うことができる数少ない貴重な場を提供していたといえる．
第34期と言えば，「民俗消息」欄に掲載された 2 つの「消息」に注目できる． １ つは，「内教両部が全国
の風俗調査に着手する」というもので，信頼のおける消息筋によれば，当局はすでに全国調査に着手して
おり，今後 3 年計画で調査区域の文化の異同を調べていく．この調査が完成すれば民衆教育及び礼俗改革
に確固たる基礎が作られる，というものだ．方紀生自身としては，風俗調査という煩雑で負担の大きい仕
事をわずか 3 年で完成させることを疑問視している様子が窺える．もう １ つは，今月末に予定されている
「風謡学会」の第一次年会開催通知である．第一次年会については少し詳しく見ておくことにする．
「風謡学会」第一次年会は， ５ 月30日日曜日午後 2 時から北京中海福禄居で開催された11）．出席者は胡
適，顧頡剛，羅常培，魏建功，常恵，容肇祖，沈従文，徐芳，方紀生，陶希聖，楊堃，張寿林，聞国新，
佟晶心ら総勢35名（周作人と銭玄同は所用で欠席），議長に顧頡剛が推薦され，記録は徐芳が担当．顧頡
剛は議長の挨拶の中で，「風謡学会と歌謡研究会は相互に関係を保ちつつもあくまで異なる団体です．風
謡学会は個人が組織したもので，歌謡研究会は学校の機関であり，北京大学文化研究所の中の一部なので
す．」と述べた．外部の人間が今もなお両組織を混同することを嫌い，「風謡学会」が民間組織であること
を今一度強調した挨拶であったといえる．会員はすでに80名を越す中にあって，「風謡学会」を順調に発
11）　詳細は，「風謡學会第一次年會紀事」（『歌謡』3-10，1937.6.5），「風謡學会第一届年會紀事」（『民風週刊』第
36期1937.6.10）参照．
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展させたことに対する顧頡剛なりの自負をも感じさせる言辞である（顧頡剛は本会会長に選出されてい
る）．その後会務の検討と議決を経た後，会員による楽器演奏や歌が披露され，盛会のうちに第一次年会
はお開きとなった．
原稿の集まりは順調とは言えない中，第36期に「成年風俗専号」と銘打って無事に 2 度目の特集号が組
まれ，潮州と陝西に残る儀式や風習を記録したものが 3 編掲載された．方紀生は「成年式」関連の原稿が
少ない理由を分析しながら，冠婚葬祭ほど儀式としての重要度が低い「成年式」とはいえ，今後風化が進
む前に各地に残る風俗が記録されることを願った（「編者の話」）．一方，その他の原稿はむしろ多すぎる
ほど集まっていることから，第34期には別に週刊を始める予定だと周知されていた．ここにきてその計画
が実現して，『謡俗週刊』（北京『晨報』副刊）が創刊された（「編者の話」第37期）．『謡俗週刊』は毎週
日曜日刊として始まったが，日本軍の攻撃ゆえにわずか 6 期を出して終わる．『民風週刊』にもいよいよ
継続困難な状況が迫っていた．
だが，そうした状況下にあってなお特集号を組むことが予告された．第 3 弾のテーマは「雨乞いの風
俗」で，儀式の方法やタブーなどの原稿募集のお知らせが掲載されている（「『雨乞い風俗』特集号原稿募
集のお知らせ」第42期）．「雨乞い」の風俗に関しては，以前第35期に欧陽飛雲「漳州雨乞いの風俗」が掲
載されており，それを契機に編集部の方へ同類の原稿が数編寄せられてあった．それゆえ，原稿収集を呼
びかけた翌第43期にはもう，「祈雨風俗専号（一）」を組むことが実現した．43期には密雲（北京），開封
（河南）の雨乞いの様子と，昆明で歌われる雨乞い歌を掲載したが，近く同じ特集号を組むことを予告し
ている（「編者の話」）．しかしながら，『民風週刊』は第43期を最後にその後再び副刊に登場することはな
かった．掲載元の『中央日報』自体，1937年 ７ 月以降は紙幅を大幅に減少させざるを得ず，「風謡学会」
に誌面を提供するのが至極困難な状況に陥ったのだ．
志半ばで機関誌を失った方紀生の心中は察するに余りあるが，彼の『民風週刊』を俯瞰すれば顧頡剛の
編集方針を継承発展させたことは確かである．だが方紀生はさらに，研究対象を歌謡や伝説に代表される
精神文化の範囲にとどめることを止め，積極的に民衆の生活全般（出生，結婚，死，病気，呪術，迷信，
年中行事）を調査し，記録に残そうと試みた．言い換えれば，北京大学時代の「風俗調査会」の枠組みを
さらに充実させたものといえる．こうした方紀生の民俗学は，folklore の枠組みを疑問視した江紹原
（1898-1983）が独自に提唱した「民学」（Volkskunde の訳語）に近い12）．江紹原は方紀生と同じく周作人
の学風を慕い，彼とのやり取りに啓発されて独特な民俗学研究を展開した人物である．「風謡学会」のメ
ンバーである容肇祖がかつて中山大学民俗学会の再起をはかる時，江紹原の「民学」に賛同して中国民俗
学理論の拠り所を「民学」に求めたことがある．その一方で「民学」を真っ向から批判した人物もいた．
中国民俗学が西洋人類学理論と近代的フィールドワーク技術を用いた人類学，民族学へと変貌を遂げてい
く頃，その中心人物として活躍した楊成志（1902-1991）だった．詳細な検討は今後の課題とするが，江
紹原や楊成志との比較検討を通じて，方紀生の仕事を中国民俗学運動の中で位置づけていくことが可能で
12）　ちなみに江紹原は folklore の訳語としては「謡俗学」を提案している．江紹原に関して，拙稿「第三章 江紹
原――迷信研究」（子安加余子『近代中国における民俗学の系譜――国民・民衆・知識人』東京：御茶の水書房，
2008，所収）参照．
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あろう．
結びに代えて
日中戦争の勃発により，中国民俗学研究に関わるあらゆる活動が中止を余儀なくされ，「風謡学会」の
メンバーも自らの生き方に選択を迫られることになる．救国の課題が最優先される中，『民風週刊』と並
行して「民衆文化」を抗日宣伝に応用する活動（通俗読物編刊社）をしていた顧頡剛は，日中戦争勃発後
の1937年 ９ 月，視察の仕事を引き受けて西北地区へと向かった． 2 年後，四川で教職に就いた顧頡剛は，
全国各地から集まった民俗学会同人と再び中国民俗学会の設立を準備して（1943年冬），翌1944年 １ 月31
日新たに成立した中国民俗学会の名で，『風物志集刊』（顧頡剛，娄子匡協主編）を刊行した．「大後方」
で民俗学の活動が再び活気づいた中に，方紀生の姿は無かった．
方紀生は1937年 ７ 月以降，周作人とともに居た．彼は『民風週刊』が継続困難になった翌年の1938年11
月，文芸雑誌『朔風』の編集を引き受けるも，翌1939年元旦に起こった周作人狙撃事件に責任を感じて第
6 期で辞任した（事件の原因がこの雑誌への投稿と関係すると言われ責任を取った）．その後1940年 ８
月，華北政務委員会教育総署の命を受け，中日弁理留学生事務専員（留学生監督）に任命され東京に赴任
した．方紀生は終戦までこの職に就く（この間，『周作人先生のこと』を編集出版した）．周作人が教育総
署督弁（文部大臣に相当）に就任するのが1941年 １ 月であるから，両者はほぼ同じ時期に「偽」政権に参
加したことになる（実は1940年代以降周作人と同じ北京八道湾に住んでいた江紹原も，1943年日本管理下
の北京大学に一時奉職している）．日本占領下の北京に留まり，その一方で日本の民俗を語り続けた周作
人は13），1942年 １ 月，方紀生に手紙を宛てて次のような激励を送っていた．
「貴兄は謡曲を研究なさるさうだが，能楽を聞ゝに行かれたかどうか．それも甚だよいが，若し勉強
なさるならば，私の考へではやはり民俗學の方面に重きを置かれるのがよいと思ひます．蓋しこの學問
は中國には甚だ缺乏してゐるし，また今ちょうど要求されてもゐるのだから．柳田一派の學問は甚だ著
實です．但し郷土研究は中國では恐らく當分發達を期し難いやうです，窃かに思ふに目下最も必要なこ
とは外國の所謂文化人類學（Frazer が Social Anthropology と稱するもの）であります．兄がもし公餘
にこれに從事されるならば，中國の學界に稗
マ
益
マ
するところ少なくないと思ひます．」14）
方紀生はこの手紙を読んで，周作人の期待に応える努力をする決意を新たに固めたという．顧頡剛の仕
事を継承発展させた方紀生が，一方で周作人の民俗学研究のあり方に深く共鳴していたことを示すもので
ある．そんな彼が編集した『民風週刊』は，folklore と Volkskunde，それぞれの民俗学の間で揺らぎな
がらも発展した中国民俗学運動の様々な足跡を読み取ることが可能である．その「揺らぎ」こそ，方紀生
13）　詳細は，拙稿「第２章日本占領下北京における周作人――「対日協力」と民俗を語ること」（中央大学政策文
化総合研究所研究叢書17『中国への多角的アプローチⅢ』斎藤道彦編著，東京：中央大学出版部，2014，所収）
参照．
14）　方紀生「周先生の點々滴々」（方紀生編『周作人先生のこと』東京：光風館1944，214-215頁）．
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自身の民俗学研究のあり方を示していた．
方紀生の民俗学研究がもし継続できていれば周作人や顧頡剛，江紹原，さらに楊成志に代表される各民
俗学研究を継承しつつも，彼らとは別に独自の民俗学を中国で発展させていた可能性は否定できない．と
りわけ中国民俗学が1930～40年代に隆盛した中国人類学・民族学に吸収されていく中にあって，『民風週
刊』の果たした役割を今一度見直すことは，例えば自国内における漢族以外の別の種族（少数民族）に対
する眼差しをいかにして形成していくか，といった問題に重要なヒントを与えてくれる．つまり，「漢族
と少数民族」の問題を対立的な図式とはせずに中国民俗学に対して質的変化を求めていくことが可能だっ
たかも知れない．そうした視点は，ひいては建国後に楊成志が動員された国家による少数民族認定工作
（識別工作）のあり方を問うことへつながるものだが，残念ながら方紀生の民俗学研究は日中戦争により
中断されて，彼はその熱意を今度は日中文化交流事業へと注いでいくのだった．
第 1 期
1936年10月 8 日
發刊詞
清初流傳日本的幾首民歌 方紀生
象山楓樹廟的傳說 黃鼎元
本刊 事
第 2 期
1936年10月15日
貴陽風俗一斑 吳績
鏡子
 譯自 JapaneseFairyTales　徐芳譯
被羂套住的太陽
 松村武雄編集　方紀生譯
象山楓樹廟的傳說（續） 黃鼎元
塞北民間謎語 宗丕風記錄
第 3 期
1936年10月22日
漳州民間故事序 清水
北美洲土人的神話
 日本松村武雄編集　方紀生譯
歌謠選錄　河北歌謠 王國棟記錄
浙江謎語 王明記錄
歌謠周刊第十九期目錄
第 4 期
1936年10月29日
塞北婚禮漫談 宗丕風
月中人
 日本松村武雄編集　方紀生譯
塞北諺語 宗丕風記錄
事
　本刊徵求民間故事
　歌謠第二十期目錄
第 5 期
1936年11月 5 日
長沙公的精細和勤勞 （要系）
泰興風俗談 黃疾
菜瓜蛇的故事 馮慰慈
神話兩則 方紀生譯
歌謠選錄　江蘇泰興歌謠 黃疾
【資料　南京『中央日報』副刊『民風週刊』目録】
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第 6 期
1936年11月12日
定縣兒歌的研究 志蠢
歐美民間的兒童故事 林瑪利譯
　（一）嬾惰的金畝　LazyTim
第 7 期
1936年11月19日
山東鼓詞俗曲　醜女自嫁 劉錫增
北美洲土人的神話
 松村武雄編者　方紀生譯
歌謠漫談 培盧
河北諺語 王國棟記錄
通俗讀物編刊社 事
第 8 期
1936年11月26日
談彈詞小說「玉如意」 韓健
故事二則 葉鏡銘
　高百萬（富陽民間傳說）
　老太婆和野人（富陽民間童話）
神話 方紀生
斯瓦凡的小販 林瑪利譯
　歐美民間的兒童故事
富陽的急口令十首 葉鏡銘
江蘇歌謠 蔣葉萍
歌謠周刊第二十三期目錄
歌謠周刊第二十四期目錄
第 9 期
1936年12月 3 日
齊景公待孔子五章 劉錫增
「小」五哥的故事 馮慰慈
貴州鄉村兒童生活之一斑 宜爭
第10期
1936年12月10日
讀「吳歌」雜記之一 張亞藍
塞北節禮漫談 宗丕風
鳥的故事二則 馮慰慈
　「當當賭」
　「各做各工」
民間情歌 柳絮輯錄
第11期
1936年12月17日
雲南「擺夷」風俗談 笑岳
濟南民間故事 奚恩
　一 , 五龍潭　二 , 金銀雞　三 , 殷天宮
　四 , 佛爺治蛟
書評 舟生
　書名：甌海兒歌 , 編者：陳適
膠縣的民歌一束 張文麟
徵文  中國民俗學會謹
歌謠周刊第廿五期目錄
歌謠周刊第廿六期目錄
歌謠周刊第廿七期目錄
第12期
1936年12月24日
尚可耐齋俗事叢考 屈翼鵬
歐美民間的兒童故事 林瑪利譯
　（二）李凡文克一生的故事（上）
無錫惠山下石門（民間傳說） 桂
搖搖搖 默存
第13期
1936年12月31日
川苗的風俗 羅念生記
雲南「擺夷」風俗談（三續） 笑岳
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安國雜綴 元昭
魯東農諺二十首 佩
陽曆年──兒歌二則
十二月思妻　流行泰興 朱寶天錄
歌謠周刊第二十八期目錄
歌謠周刊第二十九期目錄
第14期
1937年 1 月 7 日
雲南「擺夷」風俗談（續） 笑岳
歐美民間的兒童故事（中） 林瑪利譯
孫中山先生的軼事 清水
鳥的故事（一則）　『爹爹歸』 柳絮
河北諺語 王國棟記錄
民間情歌（續） 柳絮輯錄
豫西謎語 張錄帆記
第15期
1937年 1 月14日
尚可耐齋俗事叢考（續前） 屈翼鵬
盜龍珠 錢惠敏
廣東翁源民間故事 清水
　兩姊妹
情歌 蔣野萍錄
太陽上來
今年丫環才十九 張振中
第16期
1937年 1 月21日
「降生不降死」的喪俗 黃典誠
尚可耐齋俗事叢考（續） 屈翼鵬
潮州曲本提要 郭堅林培盧輯錄
浙江諺語 葉鏡銘
新橋溝何以沒有蚊子？ 清水
第17期
1937年 1 月28日
西康人民的生活 候藩庶
歐美民間的兒童故事 林瑪利譯
小小花鞋 子欽錄
歇後語漫談 吳應麟
歌謠周刊第三十一期目錄
第18期
1937年 2 月 4 日
尚可耐齋俗事叢考 屈翼鵬
畬民的起源及其風俗 新廣
公冶長坐牢──紹興民間故事 戴子欽
盬城的諺語（二十九則） 余愚
歌謠周刊
　第三十三期目錄
　第三十四期目錄
　第三十五期目錄
第19期
1937年 2 月11日
尚可耐齋俗事叢考（續前） 屈翼鵬
鳥的故事二則
　白頭翁（豐潤民間傳說）
　杜鵑（豐潤民間傳說）
歐美民間的兒童故事 林瑪利譯
貪嘴的菩薩──寧波民間故事 戴子欽
第20期
1937年 2 月18日
女俗叢談 馮慰慈
歐美民間的兒童故事 林瑪利譯
浙江紹興諺語 葉鏡銘
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第21期
1937年 2 月25日
尚可耐齋俗事叢考（續前） 屈翼鵬
歐美民間的兒童故事 林瑪利譯
歌謠 馮慰慈
第22期
1937年 3 月 4 日
南神話傳說漫談 劉萬章
　序吳玉成 南神話傳說及其研究
歐美民間的兒童故事 林瑪利譯
貴州山歌掇拾 蹇先艾錄
紅樓夢中的謎語及諺語 培盧
編者的話
請閱國立北京大學歌謠研究會出版的歌謠週刊
第23期
1937年 3 月11日
原始的歌謠是怎樣唱出來的 汪世清
南神話傳說漫談（續完） 劉萬章
石堡寨的和尚──四川民間傳說 張天存
貴州山歌掇拾（續） 蹇先艾錄
「性風俗夜話」 聞國新
　方紀生譯北新版價二角
民間歌謠 行之
民俗消息
　埃及古代占夢文獻之發現
　「歌謠周刊」復刊周年紀念
本刊徵文 事
第24期
1937年 3 月18日
關於門神（上） 張壽林
西山傳說 聞國新
「苦不過」（豐潤民間故事） 馮慰慈
富陽的丐諺 葉鏡銘錄
編者的話 方紀生記
第25期
1937年 3 月25日
關於門神（下） 張壽林
南陽一帶的民間演戲 李皜
西山傳說（續） 聞國新
狗傳穀種的故事 德鈞
　──故事流行於川北
編者的話 方紀生記
請閱國立北京大學出版的歌謠周刊
第26期
1937年 4 月 1 日
南陽一帶的民間演戲（續） 李皜
南京傳說兩則 胡幽雲
小女子的故事 張天綬
　──流行於青灘
編者的話 方紀生
請閱國立北京大學歌謠研究會出版的歌謠周刊
第27期
生產風俗專號（上）
1937年 4 月 8 日
北平的生產風俗 陸會因
生產的習俗在長興 聽風
徐州生產風俗 木羽
山東魯南的生產風俗 梅實
編者的話 方紀生
介紹「歌謠」紀念刊
第28期
生產風俗專號（下）
1937年 4 月15日
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河南安陽的「生產風俗」 王建榆
北平的生產風俗（續） 陸會因
編者的話 方紀生
請閱國立北京大學出版的歌謠周刊
第29期
1937年 4 月22日
棄兒權及棄兒風俗 李宜琛
南陽一帶的喪葬禮 李皜
傻姑老爺拜壽 徐御良
　──北平民間趣事
編者的話 方紀生
請閱國立北京大學出版的歌謠周刊
第30期
1937年 4 月29日
關於建築的迷信 聞國新
旌德之生產迷信與習俗 梅涵虛
潮州月歌 林培盧記錄
南陽一帶的喪葬禮（續） 李皜
編者的話 方紀生
　「成年式」專號徵文 事
第31期
1937年 5 月 6 日
關於狗傳穀種的故事 方紀生
　（一）狗傳穀種的又一傳說 鄭毅民
　　　──流行於冀省
　（二）我鄉的「狗傳穀種的故事」 尚增雲
　　　──流行於束鹿
　（三）狗和兔的故事 學勣
南陽一帶的喪葬禮（續完） 李皜
第32期
1937年 5 月13日
從歌謠中所見的家庭問題 晚芳
徐州巫婆的治病術 木羽
中原謎語 王玉梅記
東北歌謠散集 雪文輯
民俗消息
　中山大學「民俗」第二期出版
編者的話 方紀生
徵集歌謠 事
第33期
1937年 5 月20日
中國「笑話」的史的演進 張壽林
南昌的賀郎歌 嶔坡
富陽民間漁獵俗信 葉鏡銘
澄海歌謠 業維記錄
編者的話 方紀生
第34期
1937年 5 月27日
中國「笑話」的史的演進（續完） 張壽林
四川兒歌三首 德鈞
四川謎語 德鈞
束鹿的「摸椿」 尚增雲
民俗消息二則 紀
　（一）內教兩部著手調查全國風俗
　（二）風謠學會定期開會
編者的話 方紀生
歌謠周刊
第35期
1937年 6 月 3 日
漳州祈雨的風俗 歐陽飛雲
潮安歌謠 盧佚民記錄
常州民諺 陳來卿輯
嵩縣的神話與傳說 呂宋譚
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編者的話 方紀生
第36期
成年風俗專號
1937年 6 月10日
潮汕「出花園」的習俗 梅琳
「成年式」在饒平 錢漢光
華縣的成年風俗 劉中謙
風謠學會第一屆年會紀事
編者的話 方紀生
第37期
1937年 6 月17日
福建民族起源神話 柳絮
平遠山 天臥生錄
東北民間謎語 雪文錄
塞北民間傳說 宗丕風
　（一）所謂張家口
　（二）洋河橋柱為什麼只七個
　（三）宣化城怎樣叫懸掛城
豫西急口令十則 曾集
編者的話 方紀生
介紹國立北京大學出版的歌謠周刊
第38期
1937年 6 月24日
南陽一帶的婚嫁習俗 李皜
安國縣的金龍四大王廟 聞國新
安徽宿松兒歌七首 段茂公錄
蘭溪的俗語故事 葉鏡銘
編者的話 方紀生記
介紹國立北京大學出版的歌謠周刊
第39期
1937年 7 月 1 日
歙縣的保安會 汪世清
南陽一帶的婚嫁習俗（續） 李皜
南京歇後語錄 沈義松錄
民間傳說兩則 馮默存
　（一）望娘灣
　（二）返魂香
編者的話 方紀生
介紹國立北京大學出版的歌謠周刊
第40期
1937年 7 月 8 日
中國的善良習慣 蒙古佟晶心
南陽一帶的婚嫁習俗（續） 李皜
豫東歌謠十一首 天錫錄
魍魎鬼的故事──富陽民間傳說 葉鏡銘
編者的話 方紀生
第41期
1937年 7 月16日
蘇北節禮漫錄 載小嬰
南陽一帶的婚嫁習俗（續） 李皜
米粉糰子的故事──譯自日本「神話集」
 小泉八雲著　徐萓譯
編者的話
（方紀生記于北平 , 二十六年七月？日下午七時
二十分 , 時日軍正在郊外放炮 .）
第42期
1937年 7 月22日
三輪山型傳說 方紀生
南陽一帶的婚嫁習俗（續） 李皜
江北民歌 姜鑑錄
富陽字謎一束 葉鏡銘
編者的話 方紀生
「求雨風俗」專號徵文 事
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第43期
祈雨風俗專號（一）
1937年 7 月29日
密雲縣的祈雨風俗 徐芳
祈雨的歌謠 紀生錄
開封祈雨求晴的種種 沈曦雲
編者的話 方紀生
（経済学部准教授・中国近現代文学，民俗学）
